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兒島由佳, 澤田俊輔, 安井大樹, 切東真子, 梅田正博, 柳本惣市, 陶山弘暉, 五月女さき子, 六反田 賢: 保存療法を施

行した薬剤関連顎骨壊死の臨床的検討：治療成績に関連する因子について. 第65回日本口腔外科学会総会・学術

大会 : 602, 2020.
澤田俊輔, 安井大樹, 切東真子, 兒島由佳: 顎骨壊死に対して3Dモデルを用いて下顎骨区域切除後再建術を行った4
症例. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 231, 2020.

陶山弘暉, 五月女さき子, 林田 咲, 柳本惣市, 切東真子, 安井大樹, 澤田俊輔, 兒島由佳, 六反田 賢, 梅田正博: 85 歳
以上の超高齢者に発生した薬剤関連顎骨壊死の治療法と経過. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 224, 
2020.
中村則夫, 柳本惣市, 原田沙織, 三好太郎, 坂本由紀, 村田真穂, 五月女さき子, 梅田正博: 睡眠時無呼吸に対する半

固定式と固定式口腔内装置のランダム化クロスオーバー試験. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 268, 
2020.
福嶋大将, 柳本惣市, 大森景介, 鳴瀬智史, 古川浩平, 中村則夫, 梅田正博: 口腔癌頸部リンパ節転移節外浸潤の進展

に関する臨床病理学的検討. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 201, 2020.

五月女さき子, 林田 咲, 柳本惣市, 陶山弘暉, 切東真子, 安井大樹, 澤田俊輔, 兒島由佳, 六反田 賢, 梅田正博: 保存

療法例を施行した薬剤関連顎骨壊死の臨床的検討：骨膜反応の経時的変化について. 第65回日本口腔外科学会総

会・学術大会 : 516, 2020.
鳴瀬智史, 柳本惣市, 土橋宏輝, 古川浩平, 梅田正博: 再発口腔癌においてセツキシマブ併用放射線療法を行い CR 
となった 3 例. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 695, 2020.

切東真子, 澤田俊輔, 安井大樹, 兒島由佳: 壊死骨切除と同時に内視鏡下副鼻腔手術を施行した上顎薬剤関連顎骨

壊死の 3 例. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 374, 2020.

柳本惣市, 五月女さき子, 村田真穂, 川北晃子, 林田 咲, 梅田正博: 口腔癌術後の上顎顎義歯における軟質リライン

材の効果：単群前向き介入研究. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 198, 2020.

林田 咲, 梅田正博: 下顎 MRONJ 手術法の標準化：骨溶解と骨膜反応を基準にした骨削除範囲の決定. 第65回日

本口腔外科学会総会・学術大会 : 103, 2020.

坂元 裕, 柳本惣市, 鳴瀬智史, 川北晃子, 大森景介, 古川浩平, 梅田正博: ベストサポートティブケアへ移行した口

腔癌患者の臨床的検証. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 193, 2020.

大森景介, 柳本惣市, 五月女さき子, 津田翔真, 森下廣太, 林田 咲, 原田沙織, 村田真穂, 六反田 賢, 梅田正博: 顎骨

手術開放創における消毒薬・抗菌薬の細菌増殖抑制効果のランダム化比較試験. 第65回日本口腔外科学会総会・

学術大会 : 233, 2020.
古川浩平, 川﨑五郎, 梅田正博: 口腔癌における PD-L1 および PD-L2 の発現と意義. 第65回日本口腔外科学会総

会・学術大会 : 143, 2020.

三好太郎, 柳本惣市, 中村則夫, 坂本由紀, 梅田正博: 体位依存性閉塞性睡眠時無呼吸における口腔内装置治療効果

と顎顔面形態の関連性. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大会 : 267, 2020.

三好太郎, 柳本惣市, 中村則夫, 坂本由紀, 梅田正博: 体位依存性閉塞性睡眠時無呼吸における口腔内装置による治

療効果と顎顔面形態の関連性についての後ろ向き研究. 睡眠口腔医学 7(総会特別号): 58, 2020.

中村則夫, 柳本惣市, 三好太郎, 坂本由紀, 梅田正博: 閉塞性睡眠時無呼吸に対する半固定式と固定式口腔内装置の

比較検討 ランダム化クロスオーバー試験. 睡眠口腔医学 7(総会特別号): 55, 2020.

坂本由紀, 古橋明文, 古森亜里, 石山裕之, 長谷部大地, 佐藤一道, 湯浅秀道: 閉塞性睡眠時無呼吸(OSA)に対する口

腔内装置治療を行う最も有効な前方移動量の検討　システマティックレビュー. 睡眠口腔医学 7総会特別号: 70, 
2020.
柳本惣市: 歯科タイトレーション-OA療法の最適下顎位の再考と保険収載を目指して- 歯科タイトレーションと

は. 睡眠口腔医学 7(総会特別号): 35, 2020.

吉松昌子, 松永 結, 五月女さき子, 黒木唯文, 川下由美子, 中尾紀子, 小関優作, 森下廣太, 森岡大樹, 梅田正博, 鵜飼 

孝: Streptococcus mutansによる感染性心内膜炎の1例. 有病者歯科医療 29(1): 150, 2020.

五月女さき子, 川下由美子, 吉松昌子, 中尾紀子, 森下廣太, 河井洋祐, 黒木唯文, 鵜飼 孝: 口腔管理センターで抜歯

を行ったDOAC服用患者の臨床的検討. 有病者歯科医療 29(1): 85, 2020.

延原 浩, 五月女さき子, 林田 咲, 梅田正博, 長谷川巧実, 明石昌也, 山田慎一, 栗田 浩, 中原寛和, 上田順宏, 桐田忠

昭, 中村知寿, 渋谷恭之, 山口泰平, 森 和代: 消化器外科SSI対策 経験からその検証へ 大腸癌術後SSIに対する周術

期口腔ケアの予防効果に関する多施設共同研究. 日本外科感染症学会雑誌 17(5): 329, 2020.
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学会発表数

社会活動
氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

梅田正博・教授 代議員 日本口腔外科学会

0 0 2 2 5 38

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

末永しずえ, 川下由美子, 牧野亜紀子, 貫間知美, 和田典子, 大森 彩, 冨永真衣子, 山崎鈴佳, 花田 好, 五月女さき子, 
黒木唯文, 吉松昌子, 中尾紀子, 森下廣太, 鵜飼 孝: 頭頸部癌放射線治療によるGrade 3の口腔粘膜炎に対する口腔

ケアを考える. 日本口腔ケア学会雑誌 14(3): 100, 2020.

山口泰平, 高島裕之, 森田麻希, 渋谷恭之, 五月女さき子, 林田 咲, 村田真穂, 梅田正博, 延原 浩, 長谷川巧実, 明石昌

也, 兒島由佳, 小西尚晃, 中原寛和, 山田慎一, 栗田 浩, 森 和代, 於保孝彦: 膵頭十二指腸切除術における周術期口

腔機能管理の術後合併症予防効果. 日本口腔ケア学会雑誌 14(3): 114, 2020.

延原 浩, 五月女さき子, 林田 咲, 村田真穂, 梅田正博, 長谷川巧実, 明石昌也, 山田慎一, 栗田 浩, 小西尚晃, 中原寛

和, 上田順宏, 下辻寛子, 桐田忠昭, 中村知寿, 渋谷恭之, 山口泰平, 森 和代: 大腸癌術後合併症に対する周術期口腔

機能管理の予防効果に関する多施設共同研究. 日本口腔ケア学会雑誌 14(3): 122, 2020.

高島裕之, 五月女さき子, 林田 咲, 村田真穂, 梅田正博, 延原 浩, 長谷川巧実, 明石昌也, 上田順宏, 下辻寛子, 桐田

忠昭, 小西尚晃, 中原寛和, 山田慎一, 栗田 浩, 山口泰平, 森 和代, 渋谷恭之: 周術期口腔ケアによる胃癌術後合併

症予防効果に関する臨床的検討. 日本口腔ケア学会雑誌 14(3): 123, 2020.

冨永 萌, 柚鳥宏和, 片瀬直樹, 石田 優, 柳本惣市, 藤田 修, 梅田正博: 右側上顎歯肉腫脹を契機に発見された形質

芽球性リンパ腫の1例. 第38回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 169, 2020.

五月女さき子, 梅田正博: 高雄医科大学（台湾）における口腔がん診療の実態と周術期口腔機能管理について

国際シンポジウム：留学生に学ぶ真の国際化を目指して　口腔がんを取り巻く各国の最新事情. 第38回日本口腔

腫瘍学会総会・学術大会 : 112, 2020.

鳴瀬智史, 柳本惣市, 土橋宏輝, 古川浩平, 梅田正博: 再発口腔癌においてセツキシマブ併用放射線療法を行いCRと
なった3例. 第38回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 147, 2020.

柴田恵里, 奥山紘平, 道 泰之, 黒嶋雄志, 平井秀明, 富岡寛文, 島本裕彰, 原田浩之: 肺転移に対し外科的切除を施行

した下顎骨原発骨肉腫の1例. 第38回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 180, 2020.

津田翔真, 林田 咲, 五月女さき子, 梅田正博: 挿管患者の口腔ケア方法の検討　オキシドール清拭、洗浄、ポビド

ンヨード法の細菌数抑制効果について. 日本口腔ケア学会雑誌 14(3): 72, 2020.

貫間知美, 吉松昌子, 牧野亜紀子, 末永しずえ, 和田典子, 大森 彩, 冨永真衣子, 山崎鈴佳, 花田 好, 五月女さき子, 
黒木唯文, 川下由美子, 中尾紀子, 森下廣太, 鵜飼 孝: 化学療法患者の口腔粘膜炎発症状況について. 日本口腔ケア

学会雑誌 14(3): 100, 2020.

安井大樹, 澤田俊輔, 切東真子, 兒島由佳: 薬剤関連顎骨壊死の治療経過に関連する因子の解析. 第65回日本口腔外

科学会総会・学術大会 : 600, 2020.

大山剛平, 坂本由紀, 明石昌也: 舌圧検査を用いた嚥下障害の臨床的検討. 第65回日本口腔外科学会総会・学術大

会 : 270, 2020.

柳本惣市, 林田 咲, 森下廣太, 冨永 萌, 川北晃子, 柚鳥宏和, 梅田正博: 進展舌癌T4aN2bM0症例の術後治療シンポ

ジウム：みんなに学ぶ みんなで学ぶ  Grand Cancer Board. 第38回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 : 108, 2020.

土橋宏輝, 鳴瀬智史, 柳本惣市, 古川浩平, 梅田正博: Fanconi貧血患者に発症した舌扁平上皮癌の1例. 第38回日本口

腔腫瘍学会総会・学術大会 : 167, 2020.
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川﨑五郎・准教授 歯科口腔外科非常勤歯科医師 諫早総合病院

柳本惣市・講師 関連医療委員会 日本口腔外科学会

川﨑五郎・准教授 代議員 日本口腔外科学会

川﨑五郎・准教授 情報システム管理委員 総合病院

梅田正博・教授 歯科口腔外科非常勤歯科医師 市立大村市民病院

川﨑五郎・准教授 油症対策協議会専門調査員 長崎県

梅田正博・教授 理事 国際口腔ケア学会

梅田正博・教授 歯科口腔外科非常勤歯科医師 医療法人重工記念長崎病院

梅田正博・教授 雑誌編集委員 日本頭頸部癌学会

梅田正博・教授 共同研究委員会委員長 日本口腔ケア学会

梅田正博・教授 共同研究委員会委員長 日本口腔腫瘍学会

梅田正博・教授 共同研究委員会ワーキング1ワーキング長 日本口腔腫瘍学会

梅田正博・教授 常任理事 日本口腔ケア学会

梅田正博・教授 雑誌編集査読委員 日本口腔外科学会

梅田正博・教授 評議員 日本頭頸部癌学会

梅田正博・教授 代議員 日本有病者歯科医療学会

梅田正博・教授 評議員 日本口腔科学会

梅田正博・教授 常任理事 日本口腔腫瘍学会
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柳本惣市・講師 歯科口腔外科非常勤歯科医師 市立大村市民病院

大鶴光信・講師
新型コロナウイルス対策検討委員会システ
マティックレビューチームメンバー

日本口腔外科学会

柳本惣市・講師 代議員 日本口腔インプラント学会

柳本惣市・講師 歯科口腔外科非常勤歯科医師 日本赤十字社長崎原爆病院

柳本惣市・講師
抗血栓療法ガイドライン改訂システマ
ティックレビューチーム委員

日本有病者歯科医療学会

柳本惣市・講師 睡眠歯科用語検討ワーキンググループ委員 日本睡眠歯科学会

柳本惣市・講師 雑誌査読委員 日本口腔ケア学会

柳本惣市・講師
調査・企画ガイドライン推進プロジェクト
委員会委員

日本有病者歯科医療学会

柳本惣市・講師 誌編集委員 日本口腔ケア学会

柳本惣市・講師
口腔癌診療ガイドライン改定委員会協力委
員

日本口腔外科学会

柳本惣市・講師 学術委員会委員 日本睡眠歯科学会

柳本惣市・講師 教育委員会委員 日本睡眠歯科学会

柳本惣市・講師 医療委員会委員 日本口腔腫瘍学会

柳本惣市・講師 評議員 日本睡眠歯科学会

柳本惣市・講師 医療委員会委員 日本口腔腫瘍学会

柳本惣市・講師 口腔癌取扱規約検討委員会委員 日本口腔腫瘍学会

柳本惣市・講師
新型コロナウイルス対策検討委員会システ
マティックレビューチームメンバー

日本口腔外科学会

柳本惣市・講師 口腔癌取扱い規約検討委員会 日本口腔腫瘍学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

基盤研究(C)
免疫チェックポイント阻害薬の効果に関する
研究

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
低濃度フッ化物を用いた放射線性う蝕予防に
関する多施設共同第Ⅲ相試験

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
ステロイド軟膏による放射線性口腔粘膜炎予
防と口腔内細菌叢変化に関する第Ⅲ相試験

研　究　題　目

梅田正博・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
多施設共同前向き研究による舌癌予防郭清の
適応決定と転移関連バイオマーカー検索

川﨑五郎・准教授 日本学術振興会 代表

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
薬剤関連顎骨壊死の発症原因解明と発症予防
法確立に向けた多施設共同前向き研究

梅田正博・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
口腔癌頸部リンパ節転移被膜外浸潤進展度分
類と進展メカニズムの分子細胞生物学的研究

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

村田真穂・助教
医療現場における暴力･ハラスメント対策教
材検討委員会委員

厚生労働省

森下康太・助教 非常勤歯科医師 国立病院機構長崎医療センター

坂元　裕・助教 非常勤歯科医師 国立病院機構長崎医療センター

原田沙織・助教 歯科口腔外科非常勤歯科医師 日本赤十字社長崎原爆病院

森下康太・助教 常勤歯科医師 長崎みなとメディカルセンター

柚鳥宏和・講師 非常勤歯科医師 国立病院機構長崎医療センター

林田　咲・助教 歯科口腔外科非常勤歯科医師 日本赤十字社長崎原爆病院

柚鳥宏和・講師
口腔癌診療ガイドライン改定委員会協力委
員

日本口腔外科学会

柚鳥宏和・講師 歯科口腔外科非常勤歯科医師 日本赤十字社長崎原爆病院

大鶴光信・講師 歯科口腔外科非常勤歯科医師 日本赤十字社長崎原爆病院

大鶴光信・講師 非常勤歯科医師 国立病院機構長崎医療センター
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原田沙織・助教 日本学術振興会 代表
研究活動スタート支援
頭頸部がん放射線治療時の口腔カンジダ症予
防に関する多施設共同ランダム化比較試験

林田　咲・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
骨吸収抑制薬剤関連顎骨壊死に対するMRIの役
割

川北晃子・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
ポピドンヨードの口腔内塗布による呼吸器装
着患者の肺炎予防

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
細胞の微細構造と拡散モデル式との相関

林田　咲・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
薬剤関連顎骨壊死の治療予後に寄与する骨膜
反応の放射線学的および病理組織学的解析

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
硝子様変性と破歯細胞活性を標的にしたHIF-1
α阻害による歯根吸収抑制機構の解明

佛坂由可・講師
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担
再生医療実用化研究事業
難治性唾液腺萎縮症に対する高機能細胞治療
薬E-MNCに関する臨床研究

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
歯根吸収抑制におけるcPLA2の役割－硝子様変
性と破歯細胞活性を標的にして－

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
放射線によって活性化されるcPLA2の役割

佛坂由可・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
骨吸収抑制薬剤関連顎骨壊死に対するMRIの役
割

柳本惣市・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
口腔癌頸部リンパ節転移被膜外浸潤進展度分
類と進展メカニズムの分子細胞生物学的研究

柳本惣市・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
ステロイド軟膏による放射線性口腔粘膜炎予
防と口腔内細菌叢変化に関する第Ⅲ相試験

柳本惣市・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
マルチパラメトリックMRIを用いた高精度口腔
癌リンパ節転移予測法の確立

柳本惣市・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
多施設共同前向き研究による舌癌予防郭清の
適応決定と転移関連バイオマーカー検索

川﨑五郎・准教授 厚生労働省 分担
厚生労働科学研究費
食品を介したダイオキシン類等の人体への影
響の把握とその治療法の開発等に関する研究

佛坂由可・講師 一般財団法人輔仁会 代表
医学・歯学の教育研究の奨励助成金
DNA障害に起因するER stressを介した新しい
細胞死経路の解明

柳本惣市・講師 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
遠隔転移に関与するエクソソームmicroRNA解
析による口腔癌治療標的分子の探索

柳本惣市・講師 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
唾液腺癌発癌に関わる遺伝子の解析と分子標
的薬の探索
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村田真穂・助教 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
低濃度フッ化物を用いた放射線性う蝕予防に
関する多施設共同第Ⅲ相試験

坂元　裕・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
口腔癌細胞の浸潤を制御するリソソーム転写
因子の同定と生体内動態の解析

村田真穂・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
ステロイド軟膏による放射線性口腔粘膜炎予
防と口腔内細菌叢変化に関する第Ⅲ相試験

森下廣太・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
ARONJに対するテリパラチド投与における骨代
謝動態および病理組織学的検討

11


	★医歯薬業績集掲載様式

